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１．組織の概要

　１）事業所名　　　　　　有限会社　フジクラ

　　　　代表者氏名　　　　代表取締役　牟田晋之輔

　２）所在地　　　　　　　本社　〒８４９－０１０２

　　　　　　　　　　　　　佐賀県三養基郡みやき町大字簑原5794

　３）環境管理責任者　　　代表取締役　牟田晋之輔

　　　担当者氏名　　　　　取締役専務　牟田賢政

　　　　　　　　　　　　　総務部　　　牟田愛美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牟田美智子　

　　　連絡先　　　　　　ＴＥＬ　0942-94-9001　ＦＡＸ　0942-94-9002

　　　Ｅメールアドレス　　manami-muta@yu-fujikura.co.jp

　４）事業内容　　　　　　

　５）事業規模　　　　　総売上　　153　　百万円

　　　　　　　　　　　　従業員数　17　　　人

　　　　　　　　　　　　延床面積　429.2　　㎥

　６）事業年度　　　　　　１０月～翌年９月

２．認証・登録の対象範囲

　1）事業活動　　　　　　

　２）　対象事業　　　　　　　本社

　３）　対象外事業所　　　　　なし
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プラント総合設備工事業(管工事・機械器具設置工事・電気工事)、

産業機器(ポンプ・ファン・ボイラー・冷凍機器)の販売・設置・修理

・メンテナンス

プラント総合設備工事業(管工事・機械器具設置工事・電気工事)、

産業機器(ポンプ・ファン・ボイラー・冷凍機器)の販売・設置・修理

・メンテナンス



３．環境経営方針

１．次の項目を重点項目として継続して取組みます。

　１)　電力・燃料等のｴﾈﾙｷﾞｰ消費率を見直し、二酸化炭素排出量を削減します。

　２)　産業廃棄物を素材等で分類毎に仕分けをし、リサイクルを促進することで

       　   排出量を削減します。

　３)　節水に努め、水使用量を削減します。

　４)　５Ｓ活動を推進し、消耗品の適正購入に努めます。

　５)　省エネルギー型や省資源型の機器を提案販売する割合を増やします。

２．当社の事業に関連する環境関連法規等を遵守します。

３．地域貢献活動に積極的に参加します。

４.環境への取組を「環境経営レポート」としてまとめ公開します。
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   有限会社 フジクラは、心（倫理・道徳）の経営をベースに人を育て、明るく朗らかな

職場づくり を推進し、人を愛し、仕事を愛し、家族を愛し、喜んで働ける環境を常に創造

し ながら、プラント総合設備工事業及び産業機器の販売等の事業活動を通じて、積極的に

環境経営への取り組み環境経営の継続的改善に取り組みます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定日　2020年  9月23日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　改訂日　2021年9月6日

     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有限会社　フジクラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　牟田晋之輔
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全従業員
環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚する

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

冷熱機器事業部責任者
自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する

自部門に関連する法規制等を順守する

風水力機器事業部責任者
自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する

自部門の教育・訓練を実施する

設備工事事業部責任者
環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画を部門全員に周知する

環境経営目標達成のため、責任を持って自部門の環境活動を推進する

6ケ月に一度、環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況

を確認・評価する。

上記の結果を代表者に報告する。

環境管理事務局
6カ月に一回開催し、環境経営目標及び環境経営計画の実施状況を

審議する

総務部
環境管理者を補佐し、ＥＡ２１文書及び記録類、及び基礎データの作成・

維持・集計・管理を行う

社外からの環境情報の収集と伝達を行う

環境への取組を実施するための資源（人・もの･金）を準備する

ＥＡ21全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する

環境管理責任者

ＥＡ２１ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、

実行し、環境実績を向上させる

毎年、環境経営目標、環境経営計画を作成する。

役割分担表
所属 役割・責任・権限

代表者

代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ

環境経営方針を作成・見直し、従業員に周知する

環境管理責任者、ＥＡ21事務局員を任命する

設備工事事業部 風水力機器事業部 冷熱機器事業部

責任者 責任者 責任者

  ４． 実施体制

代表者

環境管理責任者

環境管理事務局 総務部

社長

専務



基準年

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

(1％削減) (2％削減) (3％削減) (4％削減)

2019年10月～ 2020年10月～ 2021年10月～ 2022年10月～ 2023年10月～

2020年9月 2021年9月 2022年9月 2023年9月 2024年9月

kg-ＣＯ₂ 57,831 57,253 56,674 56,096 55,518

①電気使用量 ｋＷｈ 17,778 17,600 17,422 17,245 17,067

②ガソリン使用量(本社) ℓ 1,610 1,594 1,578 1,562 1,546

  ガソリン使用量(現場) ℓ 14,498 14,353 14,208 14,063 13,918

③軽油・灯油使用量 ℓ 4,692 4,645 4,598 4,551 4,504

２.廃棄物排出量の削減 ㎏ 13,141 13,010 12,878 12,747 12,615

①一般廃棄物の削減 ㎏ 300 297 294 291 288

②産業廃棄物の削減 ㎏ 12,841 12,713 12,584 12,456 12,327

３.水使用量の節水 節水 節水 節水 節水 節水

月１回確認 月１回確認 月１回確認 月１回確認 月１回確認

件数 4 4 4 4 4

件数 4 4 4 4 4

備考

1 購入電力の二酸化炭素の排出係数は、ﾊﾙエネ電気　2018年度調整後排出係数　0.471kg-CO₂/kＷh

2 化学物質使用はありません。

3 水の使用は、地下水の為把握できません。主に手洗い・トイレに使用しています。
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５.省エネに関した提案

6.地域貢献活動

５．環境経営目標

１.二酸化炭素排出量の削減

2019年度

４.５Ｓ活動の推進・消耗品

の適正購入

環境経営目標 単位

目標

2021年度



責任者 達成手段 担当者

1 電気使用量の削減 冷暖房の設定温度を定め、随時確認 総務部

不要な照明の消灯 総務部

パソコン不使用時のスリープモード 各自

2 ガソリン使用量の削減 本社 カーエアコンの適切な使用 各自

(本社)(現場) 牟田(愛) 急発進・急加速・急減速に禁止 各自

現場 アイドリングストップの実行 各自

タイヤ空気圧の点検 各自

制限速度・載積量の遵守 各自

3 軽油・灯油使用量の削減 発電機のアイドリングストップ 各自

(現場) 急発進・急加速・急減速に禁止 各自

アイドリングストップの実行 各自

タイヤ空気圧の点検 各自

制限速度・載積量の遵守 各自

２.廃棄物排出量削減

1 一般廃棄物排出量の削減 コピー機利用方法の再確認 総務部

裏紙利用・両面印刷の徹底 総務部

エコバックの推進 総務部

ゴミ出しの際の計量 総務部

2 産業廃棄物の排出量の削減 資源ごみの分別場所の整備・管理 各自

リサイクルの徹底 各自

　　　水使用量の削減節水
総務部

責任者
節水の呼びかけ 総務部

4.５Ｓ活動の推進・消耗品の適正購入

月１回の確認 牟田(賢) 在庫確認・整理整頓 各自

5.省エネに関した提案

可能なものは提案する 各部責任者 受注内容によるが提案可能なものは提案する 各自

6.地域貢献活動

地域活動参加 牟田(賢) 会社周辺の清掃・地域活動参加 総務部
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取組目標

１.二酸化炭素排出量削減

3.水使用量の削減

６．環境経営計画(2021年度)

風水力部門

責任者

設備部門

責任者

総務部

責任者

冷熱部門

責任者

　設備部門

責任者



活動期間(施行期間);2021年10月～2022年９月

環境経営目標 目標 上半期 下半期 実績 結果

1.二酸化炭素排出量の削減 ㎏-CO₂ 57,831 56,674 26,085 24,588 50,673 ○

　　　(1)電気使用量の削減 kＷh 17,778 17,422 10,783 8,293 19,076 ×

　　　(2)ガソリン使用量の削減 本社 ℓ 1,610 1,578 639 668 1,307 〇

現場 ℓ 14,498 14,208 5,752 5,929 11,681 ○

　　　(3)軽油・灯油使用量の削減 現場 ℓ 4,692 4,598 2,202 2,084 4,486 〇

２.廃棄物排出量の削減 ㎏ 13,141 12,878 446 383 829 〇

　　　一般廃棄物排出量の削減 ㎏ 300 294 168 225 393 ×

　　　産業廃棄物排出量の削減 ㎏ 12,841 12,584 278 158 436 〇

３.水使用量の節水 節水 節水 節水 節水 節水 〇

４．５Ｓ活動の推進

・消耗品の適正購入
月１回確認 月１回確認 月１回確認 月１回確認 月１回確認 〇

.5.省エネに関した提案 件数 4 4 2 2 4 〇

６．地域貢献活動 件数 4 4 2 2 4 〇

備考

1.購入電力の二酸化炭素の排出係数は、ﾊﾙエネ電気　2018年度調整後排出係数　0.471kg-CO₂/kＷh

２.化学物質の使用はありません。

３.水の使用は、地下水の為把握できません。主に手洗い・トイレに使用しています。
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電気使用量は、コロナの影響で加湿器

や換気などで増えたが、二酸化炭素の

排出量はｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞでｶﾞｿﾘﾝ・軽油の使用

量が抑えられ達成できた。

来年度は事務所が新設され、エアコン

も最新式節電機種に更新する。

車両に関しても、燃料消費抑制するた

め、カーテンやシェードを駆使して努

力していく。

ｺﾋﾟｰ等の廃紙利用、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽを心掛け

た。産廃区分を徹底して産廃回収回数

が減り達成できた。今後も仕分けを徹

底していきたい。社内の整理をして一

般廃棄物が少し増えた。

今後も節水を心掛ける声かけする

月１回　目視で確認　以前より整理整

頓ができている。今後もお互い声掛け

をしていきたい

仕事の受注が下請が多いので、なかな

か成果の件数としてあげるのは難し

い、提案はやっていこう

コロナで活動が制限されるので、会社

の周辺や敷地の清掃等に力入れたい。

　7.　環境経営目標の実績

単位
基準年

2019年度

2021年10月～2022年9月

結果の評価と今後の取組



１.二酸化炭素排出量削減

エアコン設定温度を決め、実行する 総務部 ○

不用な照明の消灯 総務部 ○

パソコン不使用時のスリープモード 各自 ○

カーエアコンの適切な使用 各自 ○

急発進・急加速・急減速の禁止 各自 ○

牟田(愛) アイドリングストップの実施 各自 ○

タイヤ空気圧の点検 各自 ○

制限速度・載積量の遵守 各自 ○

カーエアコンの適切な使用 各自 ○

急発進・急加速・急減速の禁止 各自 ○

アイドリングストップの実施 各自 ○

タイヤ空気圧の点検 各自 ○

制限速度・載積量の遵守 各自 ○

発電機のアイドリングストップ 各自 ○

急発進・急加速・急減速の禁止 各自 ○

アイドリングストップの実施 各自 ○

タイヤ空気圧の点検 各自 ○

制限速度・載積量の遵守 各自 ○

電気使用量の削減

　　　　　　　　エアコンの適正温度に心掛け、不要な電気を消し節電を心掛けた。

　　　　　　　　パソコンの電源も長時間使用しない場合は、消している

　　　　　　　　気候変動でエアコンの使用が増え電気使用量も増えると思われるが、　

　　　　　　　　できるだけ節電を心掛け、これからも引き続き取り組みを続けていきたい。

ガソリン・軽油使用量の削減

　　　　　　　　本社・現場共に目標は達成できた。　　　　　　　　

　　　　　　　　各運転者の管理は難しいので各自の燃費確認に力を入れたい。

　　　　　　　　これからもエコドライブに引き続き取り組んでいきたい。

コピー機利用方法の再確認 総務部 ○

裏紙利用・両面印刷の徹底 総務部 ○

エコバックの推進 総務部 ○

ゴミ出しの際の計量 総務部 ○

資源ごみの分別場所の整備・管理 各自 ○

リサイクルの徹底 各自 ○

3
軽油・灯油使用量

の削減

現

場

4～9月

1 電気使用量の削減

2
ガソリン使用量の

削減

本

社

現

場

取組目標 責任者 担当者
実施状況

評価
10～3月

1 一般廃棄物排出量の削減

実施状況
取組目標 担当者

総務部

責任者

評価
10～3月 4～9月

風水力部

門責任者

設備部門

責任者

設備部門

責任者

2 産業廃棄物の排出量の削減
冷熱部門

責任者

産業廃棄物の排出量削減は、分別管理にみんなが関心を持ってくれて、整理整頓も出来てきた。

これからも引き続き取り組んでいきたい。　　7

一般廃棄物は、ペーパーレス・裏紙利用に心掛けた　これからも取り組みを続けていきたい。

8. 環境経営計画の取組結果とその評価、並びに次年度における取組

（2021年10月～2022年9月）

２.廃棄物排出量の削減

責任者 達成手段



1
総務部

責任者
節水の呼掛け 総務部 ○

地下水の為、使用量などは測れないが、これからも節水に心掛けたい。

4.　5S活動の推進・消耗品の適正購入

1 牟田賢政 在庫確認・整理整頓　目視で確認 各自 ○

在庫の整理整頓をこれからも心掛けて、無断な物は購入しないようにしたい。

1 各部責任者
受注内容によるが提案可能なものは

提案する
各自 ○

1
牟田

晋之輔

ボランティア活動や清掃活動などに

参加する
総務部 ○

※今年度取り組み状況の結果、次年度の環境経営目標は　Ｐ４　の取組を継続する。

環境経営計画については、上記の内容を踏まえ継続していく。
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3.水使用量の削減

取組目標

担当者
実施状況

担当者
実施状況

10～3月 4～9月

達成手段責任者

評価

評価

６.地域貢献活動

10～3月 4～9月

月１回の確認

5.省エネに関した提案

取組目標 担当者
実施状況

評価
10～3月

水使用量の削減

取組目標

担当者
実施状況

評価
10～3月 4～9月

仕事内容によるので、件数などは確認が難しいが、意識して提案するように心掛けている。

これからも取り組みを続けていきたい。

ｺﾛﾅの影響で活動が制限されるため、今できる 会社周辺や敷地内の清掃等に力を入れたい。

責任者

責任者

責任者

達成手段

達成手段

達成手段
4～9月

可能なものは提案する

地域活動参加

取組目標



9.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価結果並びに違反、訴訟等の有無

当社の事業活動に、適用される環境関連法規は次のとおりです。

エコアクションを取り組み始めて2年になりました。

今期は、コロナの影響で換気や空気清浄機に電気量がやや多くなりましたが

他の項目は目標を達成することが出来ました

節電・節水・エコドライブの意識が定着しつつあります。

環境方針・目標・計画並びに実施体制に変更はなく、次期も変更なくすすめます。

今年度中に倉庫と事務所が新設され、工場がリニューアル予定です。

その関係で不要な廃棄物が大量に発生し、目標を達成できない可能性があります。

ただ、分別用産業廃棄物エリアを広く取り、　分別作業に対して社員に負担をかけ

ないようにし、社用車に対しても設備投資で室内カーテンやシェードを設置し

燃料消費抑制を心がけていく所存です。

　

以上

有限会社　　フジクラ

代表取締役　　牟田　晋之輔

9

10.代表者による全体評価と見直しの結果

廃棄物処理法

フロン排出抑制法

〇

〇

2022年10月29日に上記の環境関連法規等の遵守状況を確認・評価した結果、

違反はありませんでした。指摘、訴訟もありませんでした。


